
 

 

 

未来デザイン部（以下未）親とも話
しをして気になったことなのです
が、このみなとみらい２１地区を
代表する建物がなぜ赤いレンガで
作られているのだろうということ。
この倉庫の利用目的も詳しく知り
たいです。 
 

横浜赤レンガ（以下、赤）江戸から
明治、大正、昭和と時代が移り変わ
り、開港のタイミングで近代建築
が花開く真っただ中に建てられた
ものです。欧米に近づけというこ
とで、ヨーロッパの建物に習うよ
うに、大きい建物を建てるために、
コンクリートの技術が無かったの
でレンガになりました。諸説あり
ますが、赤いレンガが当時は中心
だったと聞いています。 
 
未 2 号館と 1 号館の長さが違う
のはなぜですか。 
赤 それでは、まず、赤レンガの歴
史を簡単に紹介します。横浜港開
港のタイミングで、2 号館が先に
1911 年に、その後 1913 年に 1 号
館が建ちます。先に建った建物が
なぜ 2 号館かというと、海から見
た建物が正面と言われており、海 

 
から見た順で番号が決められ、創 
建とは違う順序になっています。 
赤レンガ倉庫は、当時日本が世界
に誇る最新鋭の倉庫で、荷物用の
エレベーターやスプリンクラーな
どの消火設備が日本で初めて備え
られました。 
ご質問の長さは、1923 年の関東大
震災の際に、1号館の真ん中あたり
が崩落してしまい、その建物を修
復して、現在の長さになっていま
す。 
 
未 1 号館は縦に長かったのです
か。 
赤 元々は 2 号館と同じ長さで立
っていたものが半分程になってい
ます。 
今、スケートリンクがあるところ
あたり、横断歩道の前まで建物が
ありました。 
中央部分の倒壊で、全部を復元す
るよりは壊して、新たに壁を立て
て復元した方が費用的に抑えられ
たと聞いています。 
未 そのイベントスペースができ
たことで、今となっては楽しみが
増えています！ 
 
未 海外の方もたくさん来ていま
すが、どうして倉庫から観光スポ
ットにしようとしたのですか。 
赤 横浜市の「港の賑わいと文化
を想像する空間」というコンセプ
トでは、「２号倉庫はウォーターフ
ロントの立地を活かして、食文化
を中心に、エンターテインメント
溢れる賑わいと憩の空間とするこ
と」が定められています。 これに
則って 横浜市民の方をはじめ、多
くの皆様に楽しんでいただけよう 

 
に運営をしています。 
 
未 どれぐらいの方が来ているの
ですか。また、皆さんどこから来て
いますか。 
赤 2023年度は 1年間に810万人
のお客様にお越しいただいており
ます。横浜市観光協会の人流調査
データによると、その内８割が神
奈川県民の方です。その他、海外か
らのお客様が約 1 割、 残りの 1 割
が神奈川県外の国内からのお客様
になっています。 
海外で言えば、アジア圏が最も多
く、その次にアメリカ圏、ヨーロッ
パ圏といったお客様が来られます。
赤レンガ倉庫で働くと色々な言語
を耳にします。 
 
未 今ちょうど冬で、クリスマス
シーズンはスケートリングもあり
ますが、他にどのようなイベント
を、どれぐらい行っていますか。 
赤 イベントは、（株）横浜赤レン
ガで企画・運営するものと他の主
催者の方に場所を貸出して実施す
るものの２種類があります。 
2023 年度は、主催と貸出イベント
を併せて、計 65件のイベントを実
施しています。開催期間が長いも
のもあるので、ほぼ毎週末に何か
しらのイベントを開催しています。
我々で主催するイベントは四季
折々のイベントを楽しんもらいた
いという想いで、色々と開催して
います。 
未 イベントを通して、伝えたい
こと、広めたいこと、コンセプトを
教えてください。 
赤 赤レンガ倉庫が歴史ある建造
物であり、お客様には時代を超え

未来デザイン部が Y-SDGs認証事業者“（株）横浜赤レンガ”の SDGsの取組をインタビュー 
横浜赤レンガ倉庫で再生可能エネルギーの地産地消も始まる！ 

みなとみらい 21 地区を代表する商業施設の１つである横浜赤
レンガ倉庫を運営する（株）横浜赤レンガは、2023年に横浜市の
SDGs 認証制度 Y-SDGs の最上位である Supreme（スプリーム）
を取得しました。 
ちょっと楽しい、ちょっと面白い、ちょっとかっこいい、そし

て、無理をしない「笑う、サステナブル」を掲げ、SDGsに関する
様々な取組を行う横浜赤レンガ倉庫で、2024 年 11 月から再生可
能エネルギーの地産地消が開始されました。 
横浜市内の高校に通う高校生で結成された「YOKOHAMA 未来

デザイン部」のメンバーがそれらの取組を取材しました。 

赤レンガ倉庫の歴史と秘密 



 

 

た本物を大切にする心や体験価値
を提供したいと思い、企画を立て
ています。 
オクトーバーフェストやドイツが
本場と言われるクリスマスマーケ
ットは、この赤レンガ倉庫の建物
がドイツの建築様式を取り入れた
と言われているので、本場感を感
じられるという意味で、ドイツの
イベントを多く開催しています。
世界観の演出は、社員みんなで一
生懸命考えており、時には実際に
ヨーロッパに視察に行ってイベン
トを体験して、赤レンガでできる
ことを考えています。 
 
未 今クリスマスマーケットやっ
ていますが、ツリーってどこの国
のものですか。 
赤 ツリーは国内から持ってきて
います。これも実際に社員が山に
行って選んでいます。 
未 そうなのですか！凄い！！び
っくり！！！ちなみにどこです
か？ 
赤 東北に行くことが多いですね。 
ちなみに、毎年新たな木を使用し
ているわけではなく、イベント終
了後に、横浜市内の山に移して保
管をしています。保存状態が良け
れば、次の年も使用しています。 

 
 
未 枯れてしまった場合はどうし
ているのですか。 
赤 実は、枯れた木も再利用して
います。他のイベントのオブジェ
として使われていたりします。 
 
 

未 １番関係している SDGs の番
号は何番ですか？ 
赤  はじめにご紹介ですが、横浜
赤レンガ倉庫のサステナビリティ
で「笑う。 サステナブル」という
コンセプトを掲げています。これ
は、イベントに参加しながら、赤レ
ンガ倉庫を楽しみながら、気づい
たらサステナブルな取組みに参加
していたというような場を提供し
たいと思って掲げています。大き
くは、地域を活性化させて街が笑
う、集まった人々が協力して地球
が笑う、テクノロジーを活用する
と未来が笑う、働き方を変えると
人が笑うという四つの取組を進め
ています。そして、去年横浜市のÝ-
SDGs の認証の中での最上位の
supreme を取得しております。 

 
未 未来デザイン部なのに、知ら
なかった。コンセプトに「笑う」が
あって、難しく無さそうで親近感
が湧きます！ 
赤 Y-SDGs では、８番の働きが
いと経済成長、10 番の住み続けら
れるまちづくり、17 番のパートナ
ーシップで目標を達成しようの取
組を評価していただけました。取
組の一例としてイベント会場の中
で脱プラの取組を進めていて、お
皿やフォークなどは紙の素材を使
っています。（株）横浜赤レンガで
働いているスタッフは 50%以上が
女性です。 
また、横浜市と協定を締結して、地
域のにぎわいや経済活性化の取組
を行っています。会社の基本理念
でもありますが、みなとみらい２
１地区の回遊性を高めるというと
ころが、我々のミッションとして
あると思うので、エリアの賑わい
や発展に貢献する施設であり続け
られるようにと常に考えています。
この取組の一例として、年３回、近
隣施設と連携して、ベイウォーク
マーケットというイベントを開催
し、海側を散歩していただけるよ

うにマルシェをいっぱい並べるイ
ベントを開催しています。 
 
未 どうして SDGs に関するたく
さん取組をされているのですか？ 
赤 理由は、先ほどの来訪者が年
間 810 万人以上とお話ししました
が、多くのお客様で賑わっている
集客施設だからこその果たすべき
社会的責任があると感じています。
また、横浜市と一緒に取り組んで
いる事業でもあり、この事業活動
を通じて持続可能な社会の実現は
目指していこうと考えています。 
 
司会 皆さんは、普段行く施設で
SDGs をしている施設ということ
を意識していますか。 
未 していないです。書いている
ところがあまりなく、アピールが
されていないのかもしれない。810
万人の人が来る施設で取り組んで
いるとその波及効果が凄いと思い
ました。  
 
未 日常的にそのイベント以外で
行っている SDGs があったら教え
てください。 
赤 飲食店舗での使用後の油の新
たな活用を昨年から始めました。
フライドポテトなどの揚げ物で油
を使います。その食用油はある程
度使うと捨てることになります。
これをリサイクルしていたのです
が、昨年からそれをもう一つ進め
ようということで、使用後の油を
ＳＡＦ（サフ）に変えるという取組
「Fry to Fly Project」に参加してい
ます。 
 

 
 
皆さんＳＡＦは聞いたことありま
すか？ 
未 名前だけ。 

（株）横浜赤レンガの SDGs 

「Fry to Fly Project」のシンボル 

クリスマスマーケットのツリー 



 

 

司会 グループとして取組も始め
られている ENEOS Power さんか
ら簡単にご説明いただけますか。 
ENEOS Power（株）（以下、Ｅ） 
ＳＡＦは、Sustainable aviation fuel
の略称で、持続可能な航空燃料の
ことです。飛行機が飛ぶ際にたく
さんの燃料を使います。SAF は化
石燃料から作られるジェット燃料
に比べて、CO2の削減ができます。
カーボンニュートラルを推進する
観点として、代替燃料となること
が期待されていて、国も主導して
取組が始まっています。 
赤 食用油は家畜の飼料や色鉛筆
の原料になり、国内消費でリサイ
クルはされていたのですが、国内
消費量よりも海外に持っていくも
のが多い中、わざわざ船で海外に
持っていくのではなく、ＳＡＦに
して国内消費を増やす方が、無駄
がないそうです。昨年 10月から取
組を始めて、3 月までの 5 ケ月間
で約 10 トンを提供しました。国内
では工場ができあがり、テスト稼
働が始まったところで、今後ＳＡ
Ｆの材料になっていくと聞いてい
ます。今年度は、年度末までに 15
トンぐらいになると思います。 
また、昨年度、横浜市が実証実験を
やっていた、空のペットボトルを
回収して新たなペットボトルに再
生していく「ボトル to ボトル」と
いう取組にも参加をさせてもらい、
1 か月間で約 128kg が集まりまし
た。2025 年から横浜市で新たに取
組が始まるので、そこにも参加を
していきたいです。年間に７～８
トンぐらいは回収できる見込みで、
1番のポイントは、分別がされない
と回収ができないので、考えなが
ら取り組みたいと思っています。 

 

未 赤レンガ倉庫で取り組むこと
でトンという単位でリサイクルや
資源が集まることが凄いです！ 
 
赤 イベントで行っているカトラ
リーや皿、コップなどを紙や木の
材質に変えていく脱プラの取組も
館内店舗の一部でも取組を続けて
いきます。 
 
未 SDGs の取組を教えてもらっ
て取組の理解が増したのですが、
学校生活で反映されている実感が
ないし、知り渡っていない部分も
あるなと感じました。高校生を巻
き込んでできる取組はあります
か？ 
 

 
赤 それがまさに課題だなと感じ
ています。地域の皆さんや高校生
の皆さんと一緒に何かできないか
なということは、日々考えていま
す。イベントでの取組は分かりや
すいですが、その他にレッドブリ
ックハブという取組があります。
例えば、横浜市内の企業と企業が
コラボレーションして、新しい価
値を作り出すような取組なのです
が、そういうところでアイデアを
一緒に出してもらえたらいいなと
思っています。 
 
未 電気の消費量を抑える工夫は
ありますか？ 
赤 一番大きな取組としてはLED
化です。2008 年頃から全館で LED
を導入しています。2012年と比べ
ると、約 3 割の消費電力が削減で
きています。一般的に今の製品は
寿命が 4 万時間で 10 年持つと言
われています。一日 8 時間点灯し
て 365 日の計算です。赤レンガ倉
庫は１日約 14 時間点灯している
ので、1.5 倍の速度で消費していく
イメージ。交換を重ねて、今は第四
世代になります。明るさもその都
度明るくなっています。 
 
 

司会 SDGsの取組としても、電気
の話がでてきました。この赤レン
ガ倉庫で 11 月から始まったのが、
再エネ電気の地産地消です。その
電気を供給しているのが ENEOS 
Power(株)です。まず、ENEOS 
Power について教えてください。 
Ｅ まずは、ENEOS と言えば、ガ
ソリンスタンドで見かけたことが
あるのではないかと思います。 
ENEOS は石油の元売であり、石油
製品の精製や販売等を行う会社で
す。2003 年から電力の販売を実施
しています。なぜ電気を販売でき
るのかというと、製油所における
石油精製を行う過程において、生
み出される残渣油等を活用して電
気を発電しているからです。それ
を 2003 年から特別高圧・高圧とい
うたくさんの電気を使う工場やビ
ルなどへ販売を開始し、その後、
2016年から ENEOSでんきという
ブランドでご家庭向けの電気の販
売も始めました。 
2024 年の 4 月から分社化し、
ENEOS Power として電気の販売
やガスの販売もしています。最近
は、カーリースや電気自動車の充
電サービスなど新しい社会の形を
つくる取組を ENEOS グループ一
体となって取り組んでいます。 
本日は、2024 年の 11 月から横浜
赤レンガ倉庫へ再生可能エネルギ
ーの地産地消の電気を送らせてい
ただくということをきっかけに、
このような会に参加させていただ
きました。 
 
未  再生可能エネルギーの地産
地消をホームページなどで調べて
みたのですが、あまりよく分から
ないので、詳しく教えてください。 
Ｅ まず、再生可能エネルギーと
は何だろう？というところから。
再生可能エネルギーってなんだと
思いますか。 
未 もう 1 度使えるとか、リユー
ス・リデュース・リサイクルできる
資源なのではないかと思います。 
Ｅ 具体的にどういうものがある
か知っていますか？ 
未 風力発電、太陽光、地熱、バイ
オマス、水力・・・ 
Ｅ いいですね、だいたい出尽く
したと思いますが、 今言っていた
だいたものは全て再生可能エネル

再生可能エネルギーの地産地消 

みなとみらい２１地区で取り組む 
「ボトル to ボトル」広報ポスター 



 

 

ギーです。 定義は、エネルギー源
として、永続的に利用できるもの
とされています。色々とあります
が、太陽光、風力、水力、地熱、バ
イオマスと思っていただければ十
分です。その中で、皆さんが一番馴
染み深いのは、おそらく太陽光だ
と思います。ご自宅の屋根の上に
太陽光パネルがある家の人はいま
すか。 
未 私の家はのっています。 
Ｅ それは太陽光で発電し、おそ
らくその電気を自宅で使っている
と思います。他に太陽光発電の設
備がある場所としては、学校など
があると思います。学校において
太陽光発電をして、その電気を自
家消費する取組を横浜市がやって
います。皆さんの学校はどうです
か。 
未 分からないな。屋上に入れな
い。 
未 通っていた小学校にありまし
た。 
ｃご質問の「地産地消とは？」です
が、自宅や学校など自分のところ
にある太陽光発電設備で発電した
電気はその場所で使うことが多い
と思います。これも地産地消です。
でも使いきれない電気が当然に出
てきて、これ捨ててしまうのはも
ったいないので、それを ENEOS 
Power（株）が買取りをさせていた
だいています。横浜市内のお客さ
まから買い取って集めた電気を横
浜市内の施設で使ってもらうこと
は、横浜市内における地産地消と
いう取組になります。実際に 11 月
から、横浜市内のご家庭で発電さ
れた電気を横浜赤レンガ倉庫さん
に供給をさせていただいています。 
 

未 発電というとあまり馴染みが
ないし、難しいイメージがありま
した。 
Ｅ 発電所というと大きなものや
遠いところにあるというイメージ
があるかもしれませんが、ご自宅
も再生可能エネルギーを作る発電

所の１つです。１つだと規模は小
さいけれど、集まれば大きな施設
にも供給できるようになります。
「自宅が発電所？」と思うかもし
れませんが、SDGsに貢献する可能
性は十分にあります。 

 
 
未 地産地消の利点や課題を教え
てもらえますか。 
Ｅ いい質問ですね。三つメリッ
トがあると考えます。 
一つ目が効率の話です。極端な例
ですが、自分の隣の家に発電所を
作って電気を使うのと、例えば私
の出身地の大分に発電所を作って
その電気を使うと仮定します。電
線で電気を送るわけですが、電気
を送る間のロスが変わってきます。
近くで電気をつくることでロスが
減り、省エネや環境負荷の低減に
も繋がります。 
2 つ目がエネルギー供給のリスク
分散です。例えば、とても大きな１
つの発電所からすべての家庭に電
気が供給されているとします。仮
にこの大きな発電所が何かしらの
トラブルで止まってしまった場合、
全家庭に電気が供給されなくなり
大停電になってしまいます。もし
この大きな１つの発電所に頼るこ
となく複数の電源があれば、この
ようなリスクが分散されます。ご
自宅に発電設備があれば、停電時
にその電気を使うということもで
きます。災害時のライフラインの
確保にもつながっていきます。 
3 つ目は、地域の活性化です。地元
で電気を作り、売電することで地
域の収入増につながる可能性があ
ります。仮にその電気を扱う会社
ができれば雇用が生まれます。そ
こに人が集まってきて、商売にな
ると経済活動につながります。そ
れ以外にも地産地消がブランディ
ングにつながるということもあり
ます。環境をどう PR するかとい
うことにもなりますが、そういう
場所に行きたい、そういう施設で
買い物したいなど集客につながる

ことで商売繁盛し、地域の活性化
やブランディングにつながってく
るのではないかと思います。 
未 新しい発見です。そんな視点
で考えたことありませんでした。 
Ｅ 皆さんは電気を再生可能エネ
ルギーにしたいと思ったことあり
ますか。まだ、考えたことないかな。 
そういう環境づくりや雰囲気づく
りは、SDGsの観点からも会社とし
て大切だと思っています。小売電
気事業者という立場から、皆さん
のような若者とも会話を持ちなが
ら、活動していかなければならな
いと思います。特に横浜市では、脱
炭素先行地域という、2030 年にみ
なとみらい２１地区を脱炭素化さ
せようという取組をされています。
行政機関や横浜赤レンガさんなど
の企業とも協力してそういう雰囲
気づくりをしていくことも我々の
ミッションだと思っています。 
 
未 赤レンガ倉庫では、余剰電力
をどのように使っているのですか。 
Ｅ 電気には色も風味もありませ
んので、どう使うかを把握するの
は難しいのですが、例えば皆さん
のご家庭で太陽光発電があるとし
て、日中は学校や会社に行って誰
も家で電気を使う人がいない時に、
その電気が余ってしまうことがあ
るとします。一方で、赤レンガ倉庫
では日中にたくさんのお客様が来
て、エアコンや照明などで電気が
必要だとします。同じ時間帯で余
る電気と必要な電気を合わせるよ
うなイメージ。１つ１つを物理的
に紐づけできるものではないのだ
けれど、調整をして価値付けをし
ています。 
未 そんなことをしているとは！
無駄のない電気の使い方だ。 

Ｅ 九州の方で顕著ですが、太陽
光は昼間に発電しますが、電気を
使う人がいないので余ってしまう 
ことが起きています。無駄になっ
てしまうので、有効活用を考えて
いかなければいけません。 

ご家庭の余剰電力を集めるイメージ 



 

 

 
未 この再エネの地産地消を行う
前と比べて、どれだけ脱炭素に近
づけましたか。 
Ｅ 今回の取組で年間 440 トンの
CO2 削減になります。皆さんは、
木が CO2 を吸収することは知っ
ていると思いますが、１トンの削
減を杉の木で表すと何本分になる
と思いますか。 
未 ３本、５本、１０本・・・ 
Ｅ 正解は、１トンで 71本必要に
なります。今回は、440トンなので、
３万１千本ぐらいの杉の木が１年
間に吸収できる CO2 を削減でき
たことになります。 
未 そんなにたくさんの本数が必
要とは！ 

 
未 なぜ、再生可能エネルギーの
地産地消を、今回なぜ赤レンガ倉
庫で取り組まれたのですか。 
Ｅ  まずは、赤レンガ倉庫では
SDGs の取組を積極的にされてい
て、その想いもあって、我々もとも
に取り組んでいきたいと思いまし
た。ENEOS Power（株）では、太
陽光発電の余剰電力の買取りを全
国でしていますが、その中でも横
浜市内のご家庭で多くの電気を買
い取らせていただいています。そ
れを市内の施設で使っていただく
というこの地産地消を取り組むう
えでは、脱炭素先行地域にも参画
している赤レンガ倉庫はとても相
性がいいと思いました。 
ご家庭の余剰電力を集めて地産地 
消を行うこの取組自体が過去事例 
のない取組で、横浜赤レンガさん 
側も不安な部分もあると思うので 
すが、ご賛同をいただけました。横 
浜市を代表する施設の１つで、多 
くの方が知っている横浜赤レンガ 
倉庫にその電気を供給することで、 
私達の使命の１つである脱炭素の 
取組を皆さんにも知ってもらえて、 
再エネの地産地消を広げていける 
のではないかと思い、一緒に取組
めることを有難く思っています。 

 
未 赤レンガ倉庫はなぜ取組を始
めようと思ったのですが。 
赤  皆さんは、赤レンガ倉庫の休
館日はどれぐらいあると思います
か？正解は、年間１日です。早い店
舗は、朝９時から夜は 23時まで営
業をしています。やはり大きな電
気を使う施設です。まずは省エネ
を進めてきていますが、それでも
たくさんの電気が必要です。2030
年までの脱炭素化に向けて取組を
進めていかなければいけないとい
う中で、良いご提案をいただけま
した。ただ、コストの兼ね合いもあ
りますので、一気に 100％とはい
けませんが、20%というところか
ら 1 歩 1歩前に進めています。 
 
未 私は、再生可能エネルギーや
余剰電力を使うことなど今日この
場で初めて知ることができました。
まだまだ、私たちのような学生で
知らない人がたくさんいると思い
ます。どれぐらい認知されている
か、どうしたらそれを知ってもら
えるか聞きたいです。 
 

 
Ｅ 統計を取ったことがないので
すが、ほとんどの方が知らないの
ではないかと思います。それは、お
そらく、皆さんが電気代を払って
いるわけではないし、家を購入す
るわけでもないので、当たり前な
のかもしれません。ただ、私たちは
皆さんに知ってもらうことが社会
にとって、とても大事なことだと
思っています。私たちもこのよう
な機会を広く持っていきたいと思
っていますが、皆さんも今日学ん
だこと、感じたことを持ち帰って、
家族や親戚、クラスメイトに話し
をしてくれたら嬉しいなと思いま
す。そのようなことが１つ１つ積
み重なっていくことで、取組も広
がり、良い社会になっていくと思
います。 
 
未 別の話になりますが、私の家

の近くのスーパーで SAFの回収ボ
ックスが置いてあるのですが、あ
まり目立たないし、気づいている
感じがしません。それこそ高校に
年に２、３回でも回収期間などが
あるとみんな知る機会にもなるの
ではないかと思いました。 

 
 
Ｅ 私は 40代で、私の時代はリサ
イクルという話が主だったのです
が、そこからエネルギーや人権な
どの分野も加わって、皆さんSDGs
を学ばれていると思います。皆さ
んのご両親も SDGs を知らない世
代で、皆さんの方が詳しいことも
あると思います。皆さんが大人に
なっていく中で、そういう世界観
の社会になっていくのだろうと思
います。それに合致する取組を赤
レンガ倉庫がやっている、そうい
う食材やサービスを使おうという
価値観の変化も見据えて私たちも
取り組んでいかなければいけない
と思っています。 
 
未 今後、再生可能エネルギーの
割合を増やしていくにはどのよう
なことが必要だと考えていますか。 
Ｅ 再生可能エネルギーは、メイ
ンがやはり太陽光です。太陽光は、
晴れた日にしか発電できません。
また、使う側も決まった量しか使
えないので、どうしても余剰が出
てしまいます。電気の難しいとこ
ろは、シーソーをイメージしても
らいたいのですが、需要と供給が
一致していないと停電がおきてし
まいます。今後、国も再生可能エネ
ルギーを増やす方針があるので、
増えていくと思いますが、この需
給バランスを取ることが一つ課題
に上がってきます。解決策の１つ
が蓄電池で、昼に発電した電気を
蓄電池にためて、夜に使う方法で
す。皆さんの家に 1 台という時代
が来れば太陽光で電気をいっぱい

店頭に設置された廃食油回収 BOX 



 

 

作って、ご自宅で無駄なく使うこ
とができると思います。ただ、まだ
蓄電池のコストが高いので、もう
少し技術などの進展が必要です。 
もう１つが、連携線を増やすこと
があります。これは九州から北海
道まで電気を送る線のことで、繋
がっています。電気は、例えば、東
京電力や中部電力のように各電力
会社のエリアで決まっています。
足りない場合は、エリア間で融通
するのですが、それができる量に
も限界があり、課題にあがってい
ます。例えば、九州であれば、日照
も良くて、土地もあって、太陽光で
もっと発電できるとなっても、関
西でその電気を使いたくても電気
が送れないということも出てきて
しまうということです。再生可能
エネルギーは地方部でできること
が多い電気です。連携線を強化す
ることもポイントの１つです。 
 
未 再生可能エネルギーによって
コストは削減ができますか。 
Ｅ 自宅に太陽光発電設備を置い
て、その電気を使えば、電気を買わ
なくても良いことになります。太
陽光で発電するので燃料も必要あ
りません。長く発電すればするほ
ど、その分の電気代が削減につな
がります。ただし、その設備がいく
らかということになります。再生
可能エネルギーも安くなってきた
ものもありますが、今現在、再生可
能エネルギーが必ずしも安いとい
う状況にはありません。今はまだ、
環境というプレミアムな価値があ
る感じです。まだ、技術の進展が必
要だと思います。 
 
未 脱炭素社会を目指す中で、私
たち高校生は何をすべきかを教え
てください。 
Ｅ まずは、シンプルに今日学ん
だことを必ず皆さんの周りの方に
伝えていっていただきたいという
ことが一番なのかな。また、今日は
再エネを増やす話もありましたが、
省エネもとても大切です。皆さん
が身近にすぐにできることでもあ
ります。小さいところから１つ１
つ行動に移すことが大事だと思っ
ています。あとは、SDGsを皆さん
勉強されているので、自分に落と
し込むということやアウトプット
して周りの方に伝えて、皆さんの
ような人たちをもっといっぱい増
やしていただきたいです。皆さん

世代から親世代の方に伝えていく
ことで、大人の取組に繋がると思
います。 
 
司会 話の中に、SDGsのヒントが
たくさんあったのではないかと思
います。最後に、未来デザイン部の
皆さんから感想をお願いします。  
 
未 今まで赤レンガ倉庫には、普
通に遊びに行って楽しんでいただ
けだったのですが、本当に凄い努
力をされていて、また色々と考え
ながら取組をされていることがよ
く分かりました。次回伺う際には
思い返しながら訪れ、一緒に行く
人に自慢話として伝えていきたい
です。また、電気、太陽光の話は今
まで難しいなと感じていたのです
が、身近に感じられたし、私たちの
取組が、世界を変えることに繋が
ると思うとやる気がでてきました。
まずに電気を切るなど身近なこと
から始めていきたいと思いました。 
 
未 再生可能エネルギーは安いか
ら利用しているというものではな
く、環境に与える負荷を考えて、高
くても選択しているということが
凄い印象に残りました。どこかに
行く、買い物するという時にも、そ
のような視点があることを知った
し、そういう取組をする企業を選
ぶことでの貢献もあるのだなと思
いました。 

 
未 知らないことがたくさんあっ
て、小さな時から何度も行ってき
た赤レンガ倉庫もこんなに SDGs
に取り組んでいることを知って、
新鮮な気持ちになりました。また、
電気の話は、電気代は親が払って
いるので気にもしていなかったの
ですが、子供ながらに、省エネしな
いとダメだと思いました。電気は、
とっつきにくいところがあって、
自分たちが変えられることなのか
なと思っていたのですが、 今回、
話を聞いて、小さなことからでも

できるということが分かったし、
改めて考える機会になり、貴重な
時間でした。 
 
未 再エネはもともと大事だと分
かっていたし、興味があったので
すが、調べても難しいことばかり
で、「結局どうすればいいの」「私た
ちは何もできなくない」と思って
いました。でも、詳しい話を初めて
聞けて、身近になりました。分かり
やすくて、自分たちもできること
がある、普段の生活を少しでも変
えることで再エネや地球環境にも
影響与えられるのかなと思ったら、
すごい良いことだなと感じます。
赤レンガ倉庫については、去年も
お話を聞いたことがあったのです
が、今回は質問にも答えていただ
いて、去年より深い理解ができ、本
当に詳しく知れたので、横浜にい
る身として、みなとみらいや赤レ
ンガ倉庫に遊びに行く立場として、
すごい誇らしくなりました。 
 

  
未 とても貴重な時間となりまし
た。全体的になるのですが、本当に
当たり前ではないということを改
めて認識しました。自分が日々使
っている電気も、ENEOS Power さ
んを初め、他の電気会社の方々が、
日々いろいろなことを考えて、な
るべく効率のいいように対策され
ていることをとても感じました。
また、赤レンガ倉庫も横浜の象徴
として、長い間色々なことをやっ
てきていて、横浜市民なのに知ら
なかったり、意外にも全然気づい
てなかったり、もっとこうするべ
きなのだというふうに感じたとこ
ろもあり、とても良い勉強になり
ました。自分たちもこれを活かし
ていきたいと感じました。今は、自
分たちができることは、伝えてい
くことしかまだできないので、学
校に持ち帰ったりして、しっかり
伝えていきたいと思います。 


